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太陽光発電施設の維持管理等計画の公表について 

 

NCS アールイーキャピタル株式会社 

 

宮城県が制定した「太陽光発電施設の設置等に関する条例（令和 4 年 7 月 12 日公布、

令和 4 年 10 月１日施行、宮城県条例第 39 号）」ならびに同条例施行規則（令和４年７月

12 日公布、令和４年 10 月１日施行、宮城県規則第 65 号）の規定に基づき、弊社連結子

会社シリウス・ソーラー・ジャパン１７合同会社が保有するの維持管理計画について、以

下の通り公表いたします。 

 

１, 発電所名および設備ＩＤ 

北沢椙の沢太陽光発電所   設備ＩＤ Ａ６７４７８５Ｂ０４ 

 

２, 設備所在地 

  宮城県栗原市一迫北沢椙の沢４９－４, ４９－６,４９－７,４９－２８ 

 

３,設備責任者氏名、住所及び連絡先 

 【氏 名】シリウス・ソーラー・ジャパン１７合同会社 

代表社員 NCS アールイーキャピタル株式会社  

職務執行者 横田亮 

 【住 所】東京都港区港南２―１５―３ 

 【連絡先】０３－６７２０－８４０４（再生可能エネルギー本部） 

 

４,維持管理委託先氏名、住所及び連絡先 

 【委託先】リニューアブル・ジャパン株式会社 代表取締役 眞邉勝仁 

 【住 所】東京都港区虎ノ門１―２―８ 

 【連絡先】０１９１－４８－５６０２（岩手事務所） 

 

５,月次点検、年次点検の実施時期 

 【月次点検】３か月に１度（２０２３年は１月、４月、７月、１０月） 

 【年次点検】年１回 

 

６,月次点検、年次点検の内容と方法 

 次ページ以降に記載の通り 



■維持管理等の内容・方法 

 



 

 

■実施方法 

□月次点検の内容 

月次点検は、次の（１）から（３）までに掲げる要件に従って行う。 

（１）外観点検を、①に掲げる項目について、②に掲げる設備等を対象として行う。 

① 点検項目 

イ．電気工作物の異音、異臭、損傷、汚損等の有無 

ロ．電線と他物との離隔距離の適否 

ハ．機械器具、配線の取付け状態及び過熱の有無 

ニ．接地線等の保安装置の取付け状態 

 

② 対象設備等 

イ．引込設備（区分開閉器、引込線、支持物、ケーブル等） 

ロ．受電設備（断路器、電力用ヒューズ、遮断器、高圧負荷開閉器、変圧器、コ 

ンデンサ及びリアクトル、避雷器、計器用変成器、母線等） 

ハ．受・配電盤 

ニ．接地工事（接地線、保護管等） 

ホ．構造物（受電室建物、キュービクル式受・変電設備の金属製外箱等）・配電設備 

ヘ．発電設備（太陽電池アレイ、パワーコンディショナ等） 

ト．負荷設備（配線、配線器具、低圧機器等） 

 

（２）次の①及び②に掲げる項目の確認のため、当該各項目に定める測定を行う。 

① 電圧値の適否及び過負荷等 

電圧、負荷電流測定 

 

② 低圧回路の絶縁状態 

Ｂ種接地工事の接地線に流れる漏洩電流測定 



（３）上記（１）及び（２）の点検のほか、保安業務担当者は連絡責任者等に 、日常巡

視等において異常等がなかったか否かの問診を行い、異常があった場合には、必要 

な臨時点検及び措置を行う。 

 

□年次点検（停電点検）の内容 

年次点検（停電点検）は、上記３の月次点検に加え、次の（１）から（５）に掲げる 

要件に従って行う。 

（１）低圧電路の絶縁抵抗が電気設備に関する技術基準を定める省令第５８条に規定さ 

れた値以上であること並びに高圧電路が大地及び他の電路と絶縁されていることを 

確認・判定する。 

（２）接地抵抗が電気設備の技術基準の解釈第１９条に規定された値以下であることを 

確認・判定する。 

（３）保護継電器の動作特性試験及び保護継電器と遮断器の連動動作試験の結果が正常 

であることを確認・判定する。 

 

以上 


